






















































l )代表的研究としてKakwani,N､C., [19], Johnson,D~T. , [18]がある。また，
我国のデーダを用いた例として西崎・山田・安藤[1]が掲げられる。











































































標本を得ることができる， という。 ( 1 )被調査者は「問題なく媒心す」
あるいは「収支をあわせることができる」あるいは「本当に自分たt)は貧



































Q(x)=A(z, ]') !R, g! ､『 : (z, y) (3)
ここで, Aは定数でViはウェイトである。
Senの貧困尺度Psは, (3)式を，次に述べる4つの公準の下で最大化し





























































































PK,=F(z)/" [z /4" ( 1 G*)] (7)






































P5=PB=q/n [1 (yEP/z)]亨 O(I
CHUは， さらにこの尺度を，不平等回避変数αを導入することによ-＞
て一般化した。彼らの尺度は次のようになる。










































とえば, Uかもしうﾞ |､キン､ノン尺度での( 1 /(r) l,' ¥,になるなら． CHU指
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